
大

村

湾

真

珠

養

殖

業

の

ー
ー
採
貝
採
藻
漁
村
と
浅
海
養
殖
漁
村
|
|

大

裏

島

大
村
湾
の
真
珠
の
歴
史

大
村
湾
の
真
珠
養
殖
業
は
、
志
摩
半
島
の
そ
れ
と
は
や
や
事
情
を
異
に
す
る
が
、
そ
の
発
足
は
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
年
に
見
ら
れ

る
。
そ
れ
は
時
期
的
に
は
宇
山
摩
半
島
に
お
け
る
御
木
本
幸
吉
の
創
業
(
半
円
真
珠
は
明
治
二
六
年
)
よ
り
遅
れ
て
い
る
が
、
志
摩
で
御
木

本
が
独
占
的
に
斯
業
を
支
配
し
た
の
に
対
し
、
大
村
で
は
養
殖
技
術
の
発
明
で
そ
の
特
許
権
を
争
っ
た
西
川
藤
吉
・
見
瀬
辰
平
が
企
業
の

大村湾の真珠養殖業

試
み
で
も
競
い
合
っ
て
、
御
木
本
の
入
漁
に
先
立
っ
て
湾
内
に
事
業
場
を
聞
い
た
の
は
お
も
し
ろ
い
。
そ
し
て
志
摩
が
閉
鎖
的
な
独
占
支

配
の
場
で
あ
っ
た
の
に
引
き
か
え
、
大
村
は
自
由
に
企
業
の
競
争
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
為
に
、
む
し
ろ
技
術
面
で
の
独
創
的
開
発

は
こ
こ
の
方
に
数
多
く
見
ら
れ
る

T)O

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
技
術
競
争
の
場
を
与
え
た
基
盤
と
な
る
の
は
、
こ
の
大
村
湾
沿
岸
の
各
村
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が
持
っ
て
い
た
採
貝
藻
漁
村
と
し
て
の
性
格
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

の

き

か

む

し

ろ

の

あ

た

い

た

け

む

ら

た

け

『
肥
前
風
土
記
』
彼
杵
郡
の
条
に
、
景
行
帝
が
神
代
直
を
遣
わ
し
て
土
蜘
妹
を
討
た
せ
た
時
に
、
健
村
の
健
津
三
間
と
川
岸
の
村
の
館

宇

な

よ

た

ま

そ

在

う

〈

に

集
と
が
あ
わ
せ
て
三
色
の
美
き
玉
を
帝
に
献
上
し
た
の
を
賞
し
て
「
此
の
国
は
、
具
足
玉
国
と
謂
う
べ
し
、
と
の
り
た
ま
い
き
」
と
あ
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り

。

き

ょ

こ

・

な

ま

は

や

き

0

・

ζ

「
今
、
彼
杵
郡
と
謂
う
は
説
れ
る
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
健
村
・
川
岸
村
と
も
に
速
来
門
に
近
い
と
い
う
か
ら
現
在
の
早
岐

瀬
戸
に
近
い
湾
内
東
北
部
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

天
正
一

O
(
一
五
八
二
)
年
、
大
村
純
忠
が
、
有
馬
晴
信
・
大
友
宗
麟
と
談
っ
て
ロ

I
マ
法
王
へ
少
年
使
節
を
送
っ
た
の
は
有
名
な
史

実
で
あ
る
が
、
そ
の
時
に
法
王
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
三
世
に
真
珠
を
献
じ
た
と
い
う
の
を
、
使
節
の
出
身
地
の
関
係
か
ら
見
て
大
村
湾
の
も

の
だ
っ
た
と
見
る
こ
と
は
さ
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。

吉
田
東
伍
の
「
大
日
本
地
名
辞
書
』
で
肥
前
国
東
彼
杵
郡
南
風
埼
の
項
に
は
、

「
太
宰
管
内
志
〔
2
4
の
文
を
引
い
て
以
下
の
記
述
が

あ
る
。「

南
風
埼
と
川
棚
の
聞
に
、
久
津
浦
、
小
串
浦
等
の
小
湊
多
し
、
真
珠
の
採
収
地
と
ぞ
。
太
宰
管
内
志
云
、
久
津
浦
に
阿
古
也
貝
の
真

珠
を
と
る
、
此
入
海
の
浦
々
に
真
珠
を
取
る
も
の
多
し
、
珠
は
極
品
な
り
と
、
此
貝
玉
の
多
き
は
、

一
殻
内
に
真
珠
三
も
四
も
あ
り
、

他
国
に
も
此
貝
あ
れ
ど
も
、
此
処
な
る
に
は
し
か
ず
、
海
上
の
和
た
る
時
に
、
船
よ
り
此
只
を
見
れ
ば
、
殻
を
聞
き
て
真
一
珠
を
吐
出

し
、
自
是
を
弄
し
て
止
ま
ず
、
風
土
記
に
も
此
郡
美
玉
の
多
か
り
し
由
見
え
た
る
は
、
誠
に
珠
の
よ
ろ
し
さ
処
に
な
む
」

志
摩
の
真
珠
が
中
央
に
近
い
た
め
に
古
く
か
ら
歌
や
記
録
に
現
わ
れ
る
の
に
比
べ
、
大
村
の
真
珠
は
こ
の
よ
う
に
断
片
的
に
推
察
の
資

料
が
あ
る
だ
け
だ
が
、

品
質
は
大
村
の
も
の
が
最
上
品
で
あ
る
と
さ
れ
〈
3
)
、

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
徳
川
時
代
に
は
逆
に
大
村
が
わ
が
国

唯
一
の
開
港
場
長
崎
に
近
か
っ
た
と
い
う
国
際
的
位
置
の
優
位
性
か
ら
、
中
国
商
人
そ
の
他
の
外
国
人
に
そ
の
声
価
を
知
ら
れ
『
志
腸
略

志
』
に
よ
る
と
志
摩
か
ら
長
崎
へ
良
い
玉
を
選
ん
で
送
っ
た
と
い
う
記
述
さ
え
あ
り
、
古
代
か
ら
の
中
央
・
辺
境
の
関
係
が
逆
転
し
た
。

大
村
審
が
各
郷
村
の
事
情
を
編
纂
せ
し
め
た
『
郷
村
記
』
に
は
、
い
わ
ゆ
る
天
明
年
間
の
真
珠
貝
保
護
繁
殖
の
法
に
先
立
つ
こ
と
百
年
、



寛
文
年
間
か
ら
の
記
録
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
郷
村
記
、
八
、
川
棚
村
』
(
文
久
二
年
)
に
は
「
真
珠
貝
ノ
事
」
と
し
て
寛
文
元
(
一
六
六

一
)
年
以
降
の
記
事
が
九
条
列
挙
さ
れ
て
、
ま
ず
同
年
長
崎
商
人
が
内
海
(
大
村
湾
)
に
て
真
珠
採
取
に
当
っ
た
こ
と
、
同
五
年
こ
れ
を

商
人
の
手
か
ら
公
の
事
業
に
切
換
え
「
地
(
東
彼
杵
側
)
島
(
西
彼
杵
側
)
所
々
に
役
人
申
付
貝
の
玉
を
取
ら
し
め
」
た
こ
と
、

玉
奉
行
」
と
い
う
真
珠
採
集
専
任
の
役
が
あ
っ
た
ほ
か
「
問
」
と
い
う
漁
業
取
締
り
の
役
が
関
与
し
た
こ
と
、
そ
し
て
対
岸
の
大
串
、
川

お
ぐ
し

棚
海
岸
の
小
串
の
地
名
等
が
窺
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
最
初
の
禁
令
は
元
和
元
(
一
六
八
一
)
年
に
出
て
貞
享
二
(
一
六
八
五
)
年
解
禁
、

「
貝
の

さ
ら
に
元
禄
七
(
一
六
九
四
)
年
禁
令
、
同
九
(
一
六
九
六
)
年
解
禁
と
い
う
繰
返
し
が
行
な
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち

元
和
元
辛
酉
年
八
月
十
三
日
領
内
浦
々
貝
の
玉
之
儀
此
以
前
よ
り
取
来
り
候
処
近
年
少
な
く
相
成
候
に
付
市
貝
の
玉
取
候
儀
自
今

以
後
法
度
被
仰
出
候

一
、
貞
享
二
乙
丑
年
七
月
川
棚
大
串
辺
貝
の
玉
四
、
五
年
も
留
置
当
年
試
し
に
相
応
に
達
し
振
立
ニ
付
、
大
串
浦
、
音
琴
、
川
棚
、
小

串
の
浦
人
共
へ
取
ら
せ
る
也
、
右
奉
行
所
竹
山
勘
八
、
岩
永
左
近
右
衛
門
、
池
田
八
郎
太
夫
也

ね
ご
と

こ
の
よ
う
に
し
て
最
初
は
四
年
間
、
次
に
は
二
年
間
の
禁
令
で
解
い
て
真
珠
貝
の
繁
殖
を
待
っ
た
事
情
、
大
串
、
音
琴
、
川
棚
、
小
串

大村湾の真珠養殖業

で
そ
の
効
果
を
試
み
た
事
情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
地
域
は
風
土
記
の
記
述
と
同
じ
く
湾
の
東
北
岸
を
中
心
に
そ
の
対

岸
大
串
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

大
村
藩
の
真
珠
貝
保
護
繁
殖
の
法
は
天
明
年
間
(
一
七
八
一
年
以
降
)

の
も
の
で
あ
る
が
、
真
珠
目
付
、
横
目
紘
一
寸
の
役
を
設
け
、
真
珠

日
付
は
湾
内
巡
視
を
、
横
目
は
そ
の
配
下
と
し
て
真
珠
貝
棲
息
場
の
傍
に
住
ん
で
監
視
に
当
っ
た
。
当
時
の
真
珠
貝
の
漁
期
は
「
梅
雨
後
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こ
れ
を
漁
す
る
に
は
漁
船
十
隻
ご
と
に
潜
手
十
人
を
乗
せ
、

〈

ず

名
と
御
内
用
方
当
役
お
よ
び
下
役
等
が
乗
組
ん
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
使
役
す
る
掩
夫
は
東
彼
杵
郡
川
棚
、
久
津
両
村
の
船
業
者
よ
り
選
抜

天
気
清
朗
ニ
復
シ
タ
ル
時
ヨ
リ
冷
気
ト
ナ
ル
迄
〈
4
ょ
と
し
、

真
珠
目
付
一
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し
、
潜
手
は
そ
の
船
業
者
が
常
傭
し
た
。
こ
れ
ら
漁
夫
・
潜
手
に
は
給
料
は
与
え
ず
、
真
珠
貝
の
肉
を
所
得
と
し
、
漁
獲
し
た
真
珠
は
藩

庁
が
買
上
げ
、
内
庫
に
納
め
た
と
い
う
。
当
時
の
真
珠
は
薬
用
に
も
宛
て
ら
れ
、
所
望
者
が
あ
れ
ば
薬
頭
(
上
等
真
珠
)
は
一
匁
に
つ
き

銀
二
二

O
目
、
薬
玉
(
下
等
真
珠
)
は
二

O
O目
で
払
下
げ
た
が
、

一
個
で
一
匁
以
上
の
真
珠
と
な
る
と
一
定
の
価
格
は
な
く
長
崎
の
唐

人
が
こ
れ
に
値
を
つ
け
て
払
下
げ
を
受
け
た
と
い
う
。
前
記
『
郷
村
記
、
八
、
川
棚
村
』
の
中
に
、

一
、
元
禄
二
己
巳
年
十
一
月
廿
六
日
長
崎
林
道
栄
方
へ
相
頼
売
払
候
薬
玉
正
味
三
百
六
拾
弐
匁
四
分
、
右
代
銀
弐
貫
三
百
五
拾
匁
六

分
、
六
双
半
替
、
内
弐
百
三
拾
五
匁
五
分
六
厘
問
屋
口
一
銭
壱
割
引
也

真
珠
で
「
真
珠
丸
」
と
い
う
薬
を
つ
く
ら
せ
諸
侯
に
配
っ
た
と
い
わ
れ
、

ナ
み
て
る

と
あ
り
、
林
道
栄
と
い
う
の
は
長
崎
の
唐
人
ら
し
い
。
ま
た
真
珠
を
用
い
た
薬
と
し
て
は
、
大
村
純
照
(
弘
化
四
年
襲
封
)
が
大
村
湾
の

く

し

ま

「
真
珠
膏
」
の
効
能
書
に
は
、
肥
前
国
大
村
玖
島
域
外
の
海
底

よ
り
取
出
し
た
る
真
珠
を
用
い
た
と
て
、
大
人
は
清
水
に
て
、
小
児
は
乳
汁
に
て
服
用
す
る
よ
う
処
方
し
て
あ
る
。

に
は
海
鼠
桁
を
使
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
、

真
珠
貝
密
漁
者
に
対
し
て
は
相
当
の
過
料
金
か
ら
漁
船
の
没
収
に
至
る
ま
で
の
軽
重
が
あ
り
、
必
罰
で
あ
っ
た
o

な
お
真
珠
貝
棲
息
場

ま
た
そ
の
棲
息
が
急
激
に
減
少
し
た
と
こ
ろ
に
は
他
か
ら
移
殖
し
、
あ
る
い
は
角
石
(
石
操
の

こ
と
)
を
投
じ
入
れ
て
そ
の
付
着
を
助
け
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
禁
令
・
禁
漁
法
は
明
治
・
大
正
期
を
経
て
最
近
ま
で
習
慣
と
し
て
残

っ
た
と
い
う
〔
5
)
O

さ
て
藩
政
期
の
真
珠
採
取
高
は
「
天
保
八
年
以
前
ニ
在
リ
テ
ハ
年
々
大
約
八
百
目
乃
至
壱
貫
目
ナ
リ
シ
モ
以
後
一
時
ハ
其
高
ヲ
減
ジ
僅

ニ
拾
匁
乃
至
四
拾
匁
ヲ
収
獲
ス
ル
モ
尚
ホ
且
ツ
大
漁
ト
呼
ブ
ニ
至
レ
リ
、
是
レ
真
珠
介
ノ
生
息
悪
カ
リ
シ
ガ
為
メ
ナ
リ
、
然
レ
ド
モ
爾
后

吏
ニ
増
殖
シ
テ
大
漁
ノ
節
ハ
二
百
五
六
拾
匁
ヲ
得
ル
ニ
至
レ
リ
〈
6
)
」

と
い
う
状
態
で
、

後
に
真
珠
養
殖
場
設
立
の
為
に
大
村
湾
に
来
た

見
瀬
辰
平
の
手
記
、
明
治
四

O
年
四
月
の
項
に
は
「
余
は
大
村
家
に
て
調
査
し
た
る
際
、
天
保
年
間
に
特
に
多
量
、
桝
目
で
一
斗
余
の
産



額
あ
り
、
こ
れ
を
麻
布
袋
で
洗
い
、
舗
で
撰
別
し
、
そ
の
下
に
落
ち
た
る
小
粒
の
も
の
を
全
部
唐
人
に
貿
易
し
、
そ
の
大
粒
の
も
の
を
保

存
し
た
す
こ
と
あ
る
。

廃
藩
と
な
っ
た
明
治
初
期
に
は
大
村
藩
の
真
珠
貝
に
関
す
る
制
度
も
廃
さ
れ
、
乱
獲
の
弊
が
一
時
に
現
わ
れ
た
。
明
治
政
府
は
明
治
一

四
年
の
内
務
省
達
「
漁
業
保
護
水
産
養
殖
ヲ
謀
ル
件
」
、
同
二
ハ
年
の
農
商
務
省
訓
令
「
魚
児
介
苗
等
採
捕
制
限
ノ
件
」
等
、
維
新
の
混
乱
に

際
し
て
乱
れ
て
い
た
漁
業
制
度
の
再
建
を
下
達
し
て
い
る
が
、
長
崎
県
で
は
廃
藩
置
県
以
来
、
借
区
権
を
得
て
真
珠
採
取
・
貝
肉
販
売
の

た
め
漁
獲
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
者
が
多
か
っ
た
の
を
明
治
一
八
年
一
二
月
八
日
に
「
真
珠
介
ノ
濫
獲
ヲ
禁
止
ス
ル
」
の
令
を
出
し
て
借

区
権
を
解
消
し
た
(
8〉
O

こ
の
時
、
制
札
を
以
て
八
カ
年
間
の
真
珠
貝
捕
獲
禁
止
を
し
た
の
は
東
彼
杵
郡
二
二
カ
所
(
西
大
村
一
、
竹
松

村
三
、
彼
杵
村
三
、
川
棚
村
二
二
、
宮
村
二
)
、
西
彼
杵
郡
二
七
カ
所
(
時
津
村
五
、
長
浦
村
二
、
大
串
村
五
、
亀
浦
村
一

O
、
下
岳
村
二
、

喜
々
津
村
二
、
大
草
村
一
)
の
計
四
九
カ
所
で
あ
る
。

竹
松
村
八
幡
曾
根
(
9
)
は
萱
瀬
川
河
口
か
ら
箕
島
・
日
島
を
含

ひ

な

み

め
て
内
田
川
河
口
ま
で
の
、
現
在
の
新
城
漁
協
管
下
で
、
湾
内
最
大
の
母
貝
産
地
、
時
津
村
時
津
曾
根
は
日
並
沖
に
あ
り
こ
こ
に
は
通
称

こ
れ
ら
の
う
ち
、

あ
こ
や
曾
根
と
い
わ
れ
る
部
分
が
あ
っ
て
新
城
と
並
ぶ
母
貝
産
地
で
あ
り
、
そ
の
他
、
現
在
真
珠
養
殖
漁
場
と
し
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る
も

大村湾の真珠養殖業

の
が
極
め
て
多
い
。

こ
の
長
崎
県
条
令
に
定
め
た
八
年
間
の
禁
令
は
、
た
ま
た
ま
そ
の
よ
う
な
禁
の
な
か
っ
た
三
重
県
で
志
摩
神
明
浦
に
お
け
る
御
木
本
幸

吉
の
真
珠
貝
培
養
か
ら
半
円
真
珠
の
成
功
に
ま
で
至
っ
た
時
期
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
そ
れ
だ
け
大
村
湾
に
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が

負
わ
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
る
。
そ
の
効
果
を
判
定
す
る
目
的
を
含
め
て
政
府
は
佐
々
木
忠
次
郎
を
派
遣
し
て
明
治
二
六
年
七
月
二
五
日
か

ら
八
月
三
日
に
至
る
一

0
日
間
、
漁
業
者
の
い
う
真
珠
貝
棲
息
地
一
五

O
カ
所
の
真
珠
貝
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
大
村
湾
全
域
の
ほ

43 

か
佐
世
保
湾
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
は
覗
き
目
鏡
を
用
い
潜
手
を
潜
ら
せ
て
真
珠
貝
の
数
を
数
え
上
げ
た
の
で
あ
る
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与

が
、
そ
の
結
果
、
旧
来
の
制
札
場
よ
り
北
に
拡
が
っ
て
江
上
・
日
宇
・
佐
世
保
に
も
多
産
地
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
の
結
果

か
ら
蕃
殖
区
と
し
て
東
彼
杵
(
佐
世
保
鎮
守
府
内
を
含
む
)
一
二
一
、
西
彼
杵
一
八
を
定
め
、
こ
れ
ら
の
区
域
に
は
、
宮
・
江
上
・
日
宇
お

よ
び
佐
世
保
湾
内
よ
り
稚
貝
を
移
殖
し
て
で
も
真
珠
貝
の
繁
殖
に
努
め
、
こ
れ
を
除
く
海
区
を
漁
獲
区
と
な
す
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
O 

明
治
三
五
年
の
漁
業
権
の
状
況
を
見
る
と
(
虫
、
大
村
周
辺
で
真
珠
貝
養
殖
が
コ
一
件
あ
り
、
鈴
田
村
地
先
に
個
人
、
'
大
村
地
先
に
個
人
、

福
重
村
地
先
に
松
原
漁
業
組
合
が
そ
の
権
利
を
保
有
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
地
先
専
用
漁
業
権
は
三
浦
(
三
浦
漁
業
組
合
)
・
西
大
'
村
・

松
原
(
と
も
に
新
城
浦
漁
業
組
合
)
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

明
治
二
八
年
、
時
津
村
ほ
か
七
カ
村
を
連
合
し
て
大
村
湾
漁
業
組
合
を
組
織
し
て
自
主
的
に
真
珠
貝
の
保
護
取
締
を
し
て
い
る
が
、

の

ち
同
三
八
年
に
長
崎
県
は
真
珠
貝
取
締
規
則
を
発
布
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
規
制
・
条
令
が
藩
政
時
代
の
制
度
の
踏
襲
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
点
、
三
重
県
で
は
こ
の
よ
う
な
制
度
化

が
軌
道
に
乗
る
の
が
立
ち
遅
れ
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

大
村
水
産
養
殖
所
と
長
島
真
珠
養
殖
場

こ
れ
ま
で
述
べ
た
湾
内
の
沿
岸
漁
村
と
真
珠
貝
と
の
繋
が
り
が
、
新
し
い
産
業
と
し
て
の
真
珠
養
殖
業
の
発
生
の
基
盤
と
な
っ
た
こ
と

は
間
違
い
が
な
い
。
そ
し
て
真
珠
産
業
の
三
大
功
労
者
の
う
ち
の
二
人
、
見
瀬
辰
平
と
西
川
藤
吉
が
い
ち
早
く
こ
の
地
に
着
目
し
て
乗
り

こ
ん
で
来
た
こ
と
が
大
村
湾
の
真
珠
養
殖
業
の
形
成
に
直
接
貢
献
し
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
事
業
は
、
独
自
の
調
査
に
基
い
て
立
地
す
る
の
で
あ
る
が
、
西
川
藤
吉
は
淡
路
島
福
良
で
真
円
真
珠
の
実
験
を
重
ね



て
い
た
時
か
ら
試
験
用
に
は
新
城
の
母
貝
を
取
寄
せ
て
お
り
、
自
ら
が
御
木
本
幸
士
口
の
女
婿
で
あ
り
な
が
ら
関
係
の
あ
っ
た
志
摩
か
ら
で

は
な
か
っ
た
の
は
諸
種
の
事
情
も
あ
る
が
母
貝
の
品
質
に
つ
い
て
の
評
価
の
差
か
も
知
れ
な
い
。
見
瀬
辰
平
は
伯
爵
大
村
純
雄
の
懇
請
を

受
け
て
横
山
寅
一
郎
を
代
表
者
と
す
る
大
村
水
産
養
殖
所
(
の
ち
の
大
村
湾
真
珠
株
式
会
社
)
に
技
術
主
任
と
し
て
着
任
す
る
が
、
そ
の

〈

ざ

き

着
任
に
当
り
、
明
治
四

O
年
四
月
に
は
志
摩
国
崎
の
海
女
二
十
余
人
お
よ
び
天
草
の
男
海
士
数
十
人
を
雇
い
「
種
貝
を
一
ケ
所
に
集
め
ん

大村湾の真珠養殖業

|1 ，~;i~!t 

大村湾真珠株式会社漁場図(見瀬辰平原図より)
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と
し
て
一
巡
採
取
せ
る
も
僅
か
四

十
万
個
、
沿
岸
線
延
長
三
十
余

里
、
数
百
万
坪
の
広
き
海
面
に
て

斯
く
少
量
一
の
珠
母
(
あ
こ
や
貝
の

」
と
)
を
得
る
の
み
」

し
か
し

「
そ
の
年
の
気
象
が
真
珠
貝
の
蕃

長主浦殖
与よ・ に
等溝事適
の陸fし
沿
岸喜大
延々村
長津町
約・の
六伊い以
里木き南
、力;
沿・三

岸
干
満
中
央
線
よ
り
干
潮
時
水
深

五
尺
内
外
ま
で
幾
百
億
と
数
知
れ

第1図

ぬ
大
繁
殖
を
な
す
立
と
と
あ
る
よ

う
な
調
査
を
重
ね
た
。
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か
く
て
湾
内
で
最
初
に
着
業
し
た
大
村
水
産
養
殖
所
は
、
大
村
純
雄
の
後
援
と
見
瀬
辰
平
の
技
術
を
支
え
に
し
た
横
山
寅
一
郎
が
大
村

そ
う
ず

の
玖
島
(
現
在
の
国
立
真
珠
研
究
所
の
位
置
)
に
事
務
所
を
置
い
て
明
治
四

O
年
に
創
業
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
に
惣
津
(
川
棚
)
・
横
島

(
江
上
)
・
大
串
・
長
浦
・
喜
々
津
に
出
張
所
と
、
湾
内
に
六
漁
場
(
ロ
)
を
設
定
し
た
。
(
第
一
図
)

こ
の
水
産
養
殖
所
が
地
元
に
与
え
た
影
響
の
一
端
は
「
東
彼
杵
郡
誌
』
の
中
に
「
大
正
六
年
現
在
の
大
村
湾
内
で
真
珠
の
た
め
の
借
区

権
者
一
四
人
、
区
域
は
二
九
二
四
万
坪
余
、

一
ヶ
年
の
真
珠
貝
獲
高
は
五
万
七
千
円
、
人
工
養
殖
の
成
績
良
好
な
る
は
、

ひ
と
え
に
大
村

水
産
養
殖
所
を
聞
い
た
横
山
寅
一
郎
氏
の
業
績
で
あ
る
臼
)
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
こ
の
大
村
水
産
養
殖
所
は
大
正
二
年
四
月
に
は
大
村
湾
真
珠
株
式
会
社
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
趣
意
書
に
付
せ
ら
れ
た

「
沿
革
立
〉
」

か
ら
そ
の
聞
の
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
:
:
:
横
山
寅
一
郎
氏
ハ
夙
ニ
本
湾
ニ
於
ケ
ル
真
珠
介
養
殖
事
業
ノ
国
家
的

事
業
ト
シ
テ
最
モ
有
利
ナ
ル
ヲ
認
メ
、
明
治
四
十
年
大
村
水
産
養
殖
所
ヲ
創
設
シ
、
万
難
ヲ
排
シ
テ
事
業
ニ
着
手
セ
ラ
レ
タ
リ
、
当
時
間

湾
ノ
漁
場
ハ
廃
藩
後
漁
民
ノ
濫
獲
一
一
放
置
セ
ラ
レ
シ
結
果
、
逐
年
減
産
、

日
ニ
荒
廃
ノ
状
態
ナ
リ
シ
モ
、
同
所
ガ
刻
苦
研
鏡
、
鋭
意
経
営

セ
ル
結
果
、
天
然
ノ
利
ト
相
侯
テ
予
期
以
上
ノ
繁
殖
発
展
ヲ
遂
ケ
、
漁
場
ノ
総
面
積
弐
千
六
百
万
坪
、
棲
息
介
数
約
二
億
ヲ
算
ス
ル
ノ
盛

運
ヲ
見
ル
ニ
至
レ
リ
、
此
間
専
門
家
ノ
指
導
ト
従
事
者
ノ
精
励
ト
ヲ
以
テ
其
養
殖
ニ
百
般
ノ
苦
惨
ヲ
重
ネ
テ
企
画
研
究
到
ラ
ザ
ル
ナ
ク
、

単
リ
天
然
真
珠
ノ
産
出
ヲ
増
大
セ
シ
メ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
人
工
養
殖
ノ
方
法
ヲ
モ
案
出
セ
リ
、
此
方
法
タ
ル
ヤ
殆
ド
自
然
ノ
形
成
ヲ
ナ

サ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
、
其
形
状
色
沢
共
ニ
天
然
ノ
モ
ノ
ニ
劣
ラ
ズ
、
美
術
品
市
場
ニ
於
テ
モ
噴
々
タ
ル
好
評
ヲ
享
ク
ル
ヲ
得
ル
ニ
至
レ
リ
、

強
ニ
於
テ
カ
愈
と
発
展
的
ニ
事
業
ヲ
経
営
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
認
メ
、
大
正
二
年
四
月
同
志
相
謀
リ
テ
大
村
湾
真
珠
株
式
会
社
ヲ
設
立
シ
、
同

所
ノ
財
産
権
利
ノ
全
部
ヲ
継
承
シ
、
経
営
日
ニ
歩
ヲ
進
メ
今
日
ニ
到
レ
リ
」
と
あ
る
が
、
新
し
い
大
村
湾
真
珠
株
式
会
社
は
、
本
所
を
大

村
に
置
い
た
と
は
い
え
、
主
力
は
や
が
て
湾
内
北
岸
の
江
上
浦
の
南
に
あ
る
横
島
(
通
称
、
鳥
島
)
に
移
し
た
の
で
あ
る
。



-
な
が
じ
ま

一
方
、
明
治
四
一
年
に
は
西
川
藤
吉
が
大
串
出
身
の
渡
辺
理
一
と
共
同
で
大
串
村
長
島
に
長
島
真
珠
養
殖
場
を
設
立
し
て
い
る
。
こ
の

明
治
四
一
年
五
月
二
四
日
付
で
八
条
か
ら
成
る
契
約
を
し
て
、

あ

ん

ぼ

と

ん

こ

う

島
・
小
島
・
矢
筈
島
の
沿
岸
を
二

0
年
間
(
明
治
六
一
年
一
一
一
月
ま
で
)
軽
石
・
安
甫
島
・
遁
甲
崎
・
南
曾
根
・
堂
島
・
焼
島
・
玉
子
島
・

伊
保
鼻
・
横
浦
・
態
杭
の
沿
岸
を
一

0
年
間
(
明
治
五
一
年
三
月
ま
で
)
「
真
珠
介
養
殖
事
業
の
為
の
養
殖
及
採
捕
の
権
利
」
を
譲
一
渡
し

時
、
大
串
村
漁
業
組
合
と
の
聞
に
交
し
た
契
約
書
に
よ
る
と

(5、

長

て
お
り
、
前
記
区
域
外
の
大
串
村
漁
業
組
合
管
下
の
全
地
先
に
発
生
す
る
真
珠
貝
も
独
占
的
に
西
川
・
渡
辺
両
人
(
す
な
わ
ち
長
島
真
珠

養
殖
場
)
が
買
上
げ
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。

注
意
す
べ
き
こ
と
は
第
一
条
但
書
で
は
す
で
に
馬
場
公
平
(
同
時
に
こ
れ
が
契
約
者
大
串
村
漁
業
組
合
の
代
表
者
で
あ
る
)

-
朝
長
悌

一
郎
(
渡
辺
理
一
の
実
兄
)
が
長
島
周
辺
を
水
産
物
養
殖
場
と
し
て
明
治
四
八
年
二
一
月
ま
で
借
受
け
て
お
り
、
ま
た
第
二
条
但
書
で
は

山
崎
拓
太
郎
・
浦
山
米
三
郎
が
網
代
鼻
か
ら
堂
島
周
辺
で
明
治
四
五
年
二
一
月
ま
で
真
珠
貝
養
殖
の
権
利
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
起
原
は
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
が
湾
内
で
事
業
化
を
試
み
て
い
た
養
殖
業
の
最
も
古
い
記
録
で
あ
る
か
も
知
れ
な

し、
O 

大村湾の真珠養殖業

な
お
こ
の
長
島
真
珠
養
殖
場
は
の
ち
に
朝
長
・
渡
辺
兄
弟
等
を
中
心
に
し
た
地
元
の
同
族
会
社
と
な
り
、
西
川
の
指
導
の
下
に
真
門
真

珠
の
研
究
に
取
組
み
(
時
)
、
西
川
は
さ
ら
に
川
棚
村
深
浦
に
西
川
主
珠
興
業
所
を
設
け
、
そ
の
後
継
者
西
川
寿
太
郎
は
一
時
漁
場
を
天
草
に

も
設
定
し
て
い
る
。
西
川
藤
吉
の
死
後
そ
の
弟
西
川
新
十
郎
は
大
正
六
年
大
村
湾
真
珠
株
式
会
社
の
顧
問
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
が
、

当
時
す
で
に
志
摩
的
矢
に
引
揚
げ
た
見
瀬
辰
平
に
代
っ
て
こ
の
西
川
新
十
郎
が
大
村
湾
真
珠
株
式
会
社
を
舞
台
に
、
養
殖
龍
の
使
用
に
よ

る
垂
下
式
養
殖
へ
の
転
換
、
あ
と
づ
け
法
と
い
う
独
自
の
真
珠
形
成
法
の
開
発
等
、
技
術
面
を
展
開
さ
せ
た
こ
と
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。

47 

見
瀬
・
西
川
の
こ
の
よ
う
な
働
き
の
他
に
、
大
正
二
年
に
は
高
島
末
五
郎
が
佐
世
保
俵
ケ
浦
で
着
業
し
た
が

2
Y
御
木
本
幸
吉
の
大
村
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か
め
だ
け

湾
入
漁
は
大
正
七
年
の
こ
と
で
あ
る
o

そ
の
前
年
、
独
自
に
湾
内
全
域
を
調
査
し
た
上
で
西
彼
杵
郡
亀
岳
村
亀
浦
に
大
村
湾
分
場
を
聞
い

て
末
弟
中
井
幸
治
を
派
し
た
の
で
あ
る
が
、

の
ち
本
場
の
技
師
西
村
清
太
郎
が
こ
れ
を
継
ぎ
三
重
母
貝
に
よ
る
真
珠
養
殖
を
操
業
し
て
い

る。
こ
う
し
て
わ
が
国
の
真
珠
養
殖
業
の
発
展
に
力
を
尽
し
た
顔
ぶ
れ
が
全
部
こ
の
大
村
湾
に
名
を
連
ね
る
の
は
、
こ
こ
の
母
只
の
豊
富
な

こ
と
と
、
天
然
真
珠
の
時
代
か
ら
品
質
の
良
さ
で
名
声
が
上
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
後
の
養
殖
業
と
沿
岸
漁
村

母
貝
提
供
者
の
立
場
に
立
っ
た
湾
内
の
漁
村
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
以
前
か
ら
真
珠
貝
採
取
を
と
り
入
れ
た
各
種
沿
岸
漁
業
を
行

し
ん
じ
よ
う

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
新
城
は
大
村
城
下
に
近
い
真
珠
貝
産
地
と
し
て
、
古
賀
島
(
い
ま
の
大
村
収
容
所
付
近
)
に
真
珠
奉

行
所
が
あ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
大
村
藩
の
許
可
を
得
て
真
珠
貝
か
ら
天
然
の
玉
を
得
て
い
た
が
苗
字
帯
万
の
頃
で
漁
家
三

O
戸
が
漁

業
の
一
環
と
し
て
P

」
れ
に
当
っ
た
。
真
珠
只
の
漁
法
は
竿
の
先
に
貝
挟
み
を
取
り
つ
け
た
「
ハ
サ
ミ
」
を
用
い
、
「
カ
ガ
ミ
」
と
称
す
る
箱

目
鏡
で
海
底
を
覗
き
な
が
ら
只
の
付
い
て
い
る
岩
や
石
を
挟
み
と
る
方
法
で
あ
っ
た
。
三

l
七
尋
か
ら
時
に
は
二
ニ
尋
の
深
さ
ま
で
竿
を

延
ば
し
て
器
用
に
ハ
サ
ミ
を
使
う
の
で
あ
る
が
、
平
常
は
か
な
り
深
い
所
ま
で
海
が
澄
ん
で
底
が
見
え
た
し
、
仮
に
潤
っ
た
時
で
も
盲
挟

み
と
称
し
て
竿
を
操
る
技
術
が
優
れ
た
者
な
ら
ば
「
ハ
サ
ミ
」
が
岩
に
当
っ
た
感
触
で
貝
の
状
態
か
ら
玉
の
入
り
具
合
ま
で
判
っ
た
と
い

う
ほ
ど
で
、
潜
水
作
業
の
要
は
な
か
っ
た
と
い
う
o

波
立
つ
時
は
海
面
に
油
を
流
し
て
滑
ら
か
に
し
て
海
底
を
見
や
す
く
し
た
と
い
う

が
(
路
)
、
油
を
流
す
と
い
う
こ
と
は
潜
水
作
業
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
毎
年
一

O
、

二
月
頃
解
禁
、

一
二
月
頃
ま
で
の
約
一
カ

月
間
が
漁
期
で
、
舟
一
般
に
二
人
乗
組
み
、

一
人
が
只
を
採
る
役
、

一
人
は
漕
手
で
あ
っ
た
。
冬
に
は
他
に
ナ
マ
コ
・
ノ
リ
・
ワ
カ
メ



テ
ン
グ
サ
・
オ
ゴ
・
モ
ズ
ク
の
採
藻
採
只
(
虫
、
年
間
で
は
チ
ヌ
・
タ
イ
・
メ
バ
ル
・
エ
ピ
・
シ
ャ
コ
を
漁
獲
す
る
。

大
正
三
年
大
村
片
町
に
高
島
末
五
郎
の
貝
釦
工
場
が
で
き
た
が
こ
れ
は
真
珠
兵
の
貝
殻
を
原
料
と
し
て
い
た
。
そ
の
頃
か
ら
新
城
浦
漁

業
組
合
と
高
島
真
珠
は
相
互
扶
助
的
な
密
接
な
結
び
つ
き
が
で
き
た
o

大
正
五
年
一
二
月
か
ら
翌
年
二
月
に
か
け
て
の
大
村
湾
の
大
冷
害

は
大
村
湾
真
珠
株
式
会
社
が
施
術
貝
一
二

O
O万
個
を
失
う
被
害
を
招
く
が
、
真
珠
貝
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
只
釦
工
場
も
い
っ
た
ん
閉

鎖

一
年
後
に
養
殖
真
珠
用
の
核
づ
く
り
工
場
と
し
て
再
開
し
、

一
方
で
は
タ
チ
ノ
ウ
オ
の
箔
を
塗
っ
た
模
造
真
珠
を
日
産
三

O
O連
に

上
る
生
産
を
し
て
、
長
崎
に
入
港
す
る
外
国
船
の
船
員
に
売
っ
て
い
た
の
で
あ
る

a
z
大
正
五
、

六
年
の
冷
害
は
地
元
漁
民
に
も
影
響

が
大
き
か
っ
た
。
真
珠
只
の
み
な
ら
ず
採
貝
採
藻
業
全
般
に
収
獲
の
減
っ
た
新
城
漁
民
は
こ
の
時
は
じ
め
て
外
海
の
延
縄
漁
業
に
出
た
。

大
正
二
一
年
大
村
海
軍
航
空
隊
の
設
置
は
漁
業
活
動
に
制
約
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
大
正
一
四
年
に
は
真
珠
貝
の
豊
作
で
、
新
城

八
O
軒
の
漁
家
が
一
人
平
均
二

O
O斤
(
一
斤
H

一
六

O
匁
)
以
上
漁
獲
し
た
。
そ
の
翌
年
は
駄
目
。
昭
和
九
年
冬
か
ら
一

O
年
に
か
け

て
一
人
四

O
O斤
と
い
う
部
落
最
高
水
揚
を
見
た
が
次
は
不
況
。
戦
後
で
は
昭
和
二
五

l
二
八
年
が
全
盛
時
代
で
、

一
人
平
均
は
三
五
斤

く
ら
い
だ
っ
た
が
三
重
県
の
母
貝
不
漁
も
あ
っ
て
そ
こ
か
ら
も
乗
り
こ
み
、
浜
島
か
ら
海
女
一
五

t
二
O
人
を
伴
な
っ
て
来
て
、
二
、
三

大村湾の真珠養殖業

カ
月
漁
家
に
分
宿
さ
せ
、
沖
合
の
貝
を
取
ら
せ
た
。
二
八
年
冬
は
新
城
で
総
計
一

O
万
貫
、
隣
の
松
原
で
も
六
、
七
万
貫
の
漁
獲
を
挙
げ

て
い
る
が
、
こ
の
時
の
価
格
は
貫
当
り
三
五
円
で
あ
っ
た
o

こ
の
頃
か
ら
地
元
民
で
真
珠
養
殖
に
目
を
向
け
は
じ
め
た
者
も
あ
っ
た
が
こ

れ
を
最
後
に
以
後
は
不
漁
が
続
い
た
為
軌
道
に
は
乗
り
得
ず
、
昭
和
三
四
年
頃
か
ら
試
み
た
母
貝
養
殖
も
現
在
で
は
や
め
て
し
ま
っ
て
い

る
o

こ
の
よ
う
な
母
貝
発
生
の
周
期
性
は
だ
ん
だ
ん
遠
の
い
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
ま
た
大
漁
が
あ
る
と
期
待
し
て
い
る
者
が
少

な
く
な
い
。
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松
原
地
区
で
も
事
情
は
ほ
ぼ
同
じ
。
真
珠
只
監
視
役
の
田
崎
家
と
貝
殻
買
集
め
の
高
島
と
の
繋
が
り
は
の
ち
田
崎
甚
作
が
高
島
真
珠
に



50 

は

え

由

、

き

き

〈

ず

入
る
動
機
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
松
原
で
は
一
時
、
男
の
裸
も
ぐ
り
を
南
風
崎
・
棚
川
・
久
津
と
有
明
海
側
の
小
長
井
か
ら
、
海
女
を
志

摩
と
福
岡
県
隷
俄
と
か
ら
入
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
結
局
は
潜
水
作
業
が
曾
根
を
荒
す
と
い
う
理
由
で
こ
れ
を
禁
じ
た
。

湾
内
東
北
部
の
川
棚
付
近
は
記
録
に
よ
れ
ば
む
し
ろ
古
い
時
代
に
は
真
珠
貝
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
川
棚
の
一
部
で

と
い

あ
る
駅
前
郷
の
小
串
浦
は
対
岸
の
大
串
方
面
へ
の
渡
津
集
落
で
も
あ
っ
て
(
邑
漁
業
に
関
す
る
役
所
と
し
て
小
串
間
役
所
が
あ
っ
た
の
で

あ
る

(go
そ
の
小
串
浦
に
属
す
る
深
浦
に
西
川
真
珠
興
業
所
が
着
業
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
同
所
の
記
録
に
よ
れ
ば
宕
)
、

施
術

部
門
男
子
一
一
人
(
常
傭
、
う
ち
七
人
は
月
給
制
、
平
均
三
六
円
八

O
銭、

四
人
は
日
給
制
、
六

O
銭
)
、
女
子
一
人
(
季
傭
、

四
月
二
一

目、
t
一
O
月
三
一
目
、
日
給
七

O
銭
)
、
海
事
部
門
の
中
に
蛋
婦
六
人
(
季
傭
、

四
月
一
五
日
l
一
一
月
一
五
日
、
月
給
六

O
円
、
他
に
中

元
三

O
円
、
帰
国
時
六

O
円
)
が
あ
っ
て
常
傭
漁
夫
一
人
(
月
給
三
五
円
)

よ
り
も
高
給
で
三
重
県
か
ら
招
い
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
他

に
貝
掃
除
人
夫
(
臨
時
、
男
子
延
二
四
六
人
、
女
子
延
五
四
五
人
)
、
稚
貝
採
収
入
夫
(
臨
時
)
と
同
手
伝
人
夫
(
臨
時
、
延
一

O
人)、

雑
用
人
夫
(
臨
時
、
延
二

O
O人
)
、
製
造
部
門
と
し
て
製
造
工
業
労
働
者
等
が
あ
り
、
海
女
(
蜜
婦
)
六
人
を
除
い
て
は
地
元
労
働
力
を

ま

さ

き

使
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
海
女
は
昭
和
二
ハ
年
頃
ま
で
志
摩
関
崎
島
の
人
の
世
話
で
毎
年
六
人
ず
つ
が
五

t
七
月
の
問
、
川
棚
の
大
崎
鼻

か
ら
深
浦
で
操
業
し
た
と
い
う
。

戦
後
の
昭
和
二
七
年
に
は
田
崎
真
珠
が
川
棚
で
採
苗
し
た
が
、

ち
ょ
う
ど
そ
れ
か
ら
二
、
三
年
は
川
棚
付
近
で
は
前
後
未
曾
有
の
稚
貝

豊
漁
で
、
古
龍
の
竹
の
部
分
が
見
え
な
く
な
る
ほ
ど
。
当
時
こ
こ
の
稚
貝
を
使
用
し
て
い
た
数
人
の
業
者
だ
け
で
は
使
い
き
れ
な
か
っ
た

と
い
う
が
、
稚
貝
は
不
思
議
に
川
棚
・
江
上
(
鳥
島
)
ま
で
の
東
彼
杵
側
だ
け
で
、
西
彼
杵
側
で
は
全
然
付
か
な
か
っ
た
と
い
う
皐
)
O

川
棚
付
近
の
海
岸
で
は
一
本
釣
・
延
縄
・
鯵
網
・
手
操
網
・
網
漕
、
ぎ
等
が
行
な
わ
れ
、
タ
イ
・
ク
ル
マ
エ
ビ
・
ナ
マ
コ
の
他
、

か
っ
て

は
サ
パ
釣
り
舟
が
出
た
こ
と
も
あ
る
。
現
在
で
は
あ
ん
こ
網
(
小
型
定
置
網
)
が
メ
バ
ル
を
追
っ
て
西
海
橋
付
近
ま
で
出
漁
し
て
い
る
。



江
上
浦
の
地
先
、
鳥
島
(
横
島
)

に
は
大
村
湾
真
珠
が
昭
和
五
年
ま
で
実
操
業
し
た
o

こ
こ
で
は
志
摩
か
ら
海
女
を
呼
び
、
地
元
久
津

五
、
六
月
頃
に
只
を
採
っ
た
が
、
真
ん
中
に
ス
ト
ー
ブ
を
据
え
た
長
さ
三
・
五

こ

ね

ご

と

l
四
尋
の
手
潜
ぎ
海
女
船
に
海
女
四
人
く
ら
い
を
乗
せ
て
操
業
し
た
。
す
こ
し
遠
距
離
の
彼
杵
村
小
音
琴
付
近
ま
で
を
操
業
範
囲
と
し
、

の
裸
も
ぐ
り
の
海
土
と
併
用
し
て
、
施
術
適
期
の
直
前
、

遠
距
離
へ
出
か
け
る
時
は
動
力
船
で
引
張
っ
た
。
こ
の
海
女
船
に
関
し
て
は
記
録
も
な
く
、
船
そ
の
も
の
も
同
社
の
操
業
打
切
り
に
伴
な

っ
て
昭
和
八
年
頃
で
消
滅
し
た
。

採
取
し
た
母
貝
は
選
別
し
て
す
ぐ
に
玉
入
れ
が
で
き
な
い
小
さ
い
も
の
は
い
っ
た
ん
佐
世
保
湾
牛
ノ
浦
で
二
年
間
く
ら
い
育
て
て
大
き

く
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
が
、
持
帰
っ
た
牛
ノ
浦
貝
は
大
玉
用
と
さ
れ
た
と
い
う
。

昭
和
五
年
七
月
の
台
風
で
大
村
湾
真
珠
株
式
会
社
の
貝
は
全
誠
、
以
後
そ
の
立
直
り
が
で
き
な
い
ま
ま
に
戦
後
の
昭
和
二
五
年
ま
で
清

算
会
社
と
し
て
形
を
残
し
た
。

湾
の
西
北
部
は
西
海
橋
の
あ
る
針
尾
瀬
戸
に
よ
っ
て
大
村
湾
内
で
最
も
汐
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
小
湾
入
の
大
串
湾
々
口
部
、

長
島
・
小
島
・
矢
筈
烏
を
漁
場
と
し
て
西
川
藤
吉
の
指
導
に
よ
っ
て
着
業
し
た
長
島
真
珠
養
殖
場
も
創
業
期
(
明
治
末
)
か
ら
志
摩
の
和

大村湾の真珠養殖業

具
・
布
施
田
の
海
女
を
呼
び
、
長
島
に
五
、
六
軒
の
宿
舎
を
建
て
て
夏
の
操
業
を
さ
せ
た
と
い
う
。
ま
た
長
島
で
は
創
業
か
ら
三
年
間
は

鉛
の
玉
を
挿
核
し
て
試
験
し
て
い
た
が
、
以
後
大
阪
の
商
人
か
ら
高
瀬
貝
の
殻
を
買
っ
て
核
と
し
た
と
い
う
の
も
昆
)
、
草
創
期
の
苦
心
の

あ
と
が
伺
わ
れ
る
。

同
養
殖
場
が
大
正
七
年
に
記
し
た
「
最
近
五
ヶ
年
事
業
成
績
表
(
お
)
」
(
第
一
表
)

に
よ
れ
ば
、
真
珠
そ
の
も
の
と
貝
殻
・
貝
肉
と
の
収

益
比
は
、
真
珠
六
五
、
殻
二

O
、
肉
一
五
と
な
っ
て
い
る
o

こ
こ
で
も
大
正
五
、
六
年
の
寒
害
の
影
響
は
翌
七
年
の
減
産
の
数
字
と
な
っ

51 

て
現
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
正
七
年
暮
に
は
湾
外
の
西
彼
杵
郡
七
釜
村
漁
業
組
合
と
の
聞
に
漁
場
貸
与
料
の
領
収
証
が
残
っ
て
お
り
、
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長島真珠養殖場事業成績表

|殻 (JT)i (円)1肉(斗 (円)

120 76 92 32 590 

4年 21，900 1，357 399 435 118 3，516 

5年 36，00C 1，370 576 452 316 7，147 

1，704 408 468 239 8，742 

7年 3，500 210 51 i 156 28 1，006 

第1表

(朝長家文書〉

す
で
に
外
海
に
も
養
殖
場
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
判
る
o

な
お
大
正
二
一
、
三
年
の
冬
に
は
湾
内
に
再
度
の
寒
害
(
苦
潮
?
)
が
あ
っ
た
。
大
村
湾
真
珠
の
方

は
被
害
が
あ
っ
た
が
長
島
養
殖
場
は
無
傷
。
昭
和
四
年
頃
、
地
蒔
式
か
ら
筏
式
に
切
換
え
た
の
で
年
間

二
O
万
個
施
術
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
そ
の
う
ち
三
割
が
上
り
、

し
か
も
商
品
に
な
る

の
は
さ
ら
に
そ
の
半
分
だ
っ
た
と
い
う
o

当
時
の
作
業
員
は
一
二

l
二
O
人
、
母
貝
は
新
城
・
松
原
か

ら
購
入
し
て
い
た
o

ま
た
昭
和
五
年
頃
か
ら
港
外
の
大
島
炭
坑
付
近
や
九
十
九
島
へ
避
寒
を
始
め
た
と

い
う
(
幻
)
O

長
島
は
そ
の
後
も
特
に
災
害
は
な
か
っ
た
し
、

」
と
に
抄
通
し
の
良
さ
か
ら
玉
の
巻
き
も

良
く
ピ
ン
ク
系
の
大
玉
を
出
し
て
い
た
が
、
地
元
小
資
本
の
集
積
だ
け
に
西
川
の
死
後
代
表
者
は
頻
々

と
代
が
わ
り
し

8
、
結
局
昭
和
一

O
年
に
高
島
真
珠
に
譲
渡
し
て
こ
れ
も
大
村
湾
の
真
珠
養
殖
業
草

創
の
使
命
を
終
っ
て
い
る
。
鳥
島
・
長
島
と
も
に
挿
核
手
術
は
み
な
男
子
、
そ
れ
も
地
元
出
身
者
が
当

り
三
重
依
存
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
以
後
拡
散
し
た
湾
内
業
者
の
系
譜
を
つ
く
る
が
、

一
方
、
地
蒔
式

の
時
代
に
は
志
摩
の
海
女
を
雇
っ
て
い
た
こ
と
は
、
地
元
に
そ
の
よ
う
な
採
貝
採
藻
漁
業
が
盛
ん
で
な

か
っ
た
こ
と
に
も
通
じ
る
。
長
島
周
辺
は
、

一
本
釣
・
ま
わ
し
網
・
ボ
ラ
網
で
、

チ
ヌ
・
ス
ズ
キ
・
キ

ス
・
ク
サ
ゴ
・
ボ
ラ
を
獲
る
が
、

一
般
漁
業
に
と
っ
て
特
に
良
い
漁
場
と
は
い
え
な
い
。

亀
浦
の
西
村
真
珠
は
御
木
本
の
大
村
湾
分
場
の
継
承
者
で
あ
る
。
大
正
七
年
に
開
場
し
た
当
初
は
経

た

と

く

一
四
年
に
三
重
県
多
徳
島
の
本
場
の
工
場
長
西
村
清
太
郎
が
状
況
を
調

営
不
良
で
振
わ
な
か
っ
た
が
、

査
し
た
結
果
、
漁
場
条
件
は
良
好
で
継
続
操
業
の
価
値
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
し
か
し
翌
年
芯
摩
地
方



が
冷
潮
で
木
場
に
大
き
な
被
害
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
う
た
め
大
村
湾
分
場
の
貝
を
全
部
志
摩
に
運
び
こ
ち
ら
は
閉
鎖
し
た
。
西
村
は
昭
和

お
も
だ
か

三
年
、
御
木
本
を
辞
し
て
改
め
て
亀
浦
に
住
み
つ
き
、
三
重
母
貝
二

O
万
、
地
元
母
貝
一

O
万
で
肴
業
、
そ
の
外
、
湾
外
の
面
高
に
避
果
、

漁
場
を
設
定
し
て
移
す
等
、
積
極
的
に
新
し
い
試
み
に
挑
ん
だ
。
同
七
年
頃
か
ら
化
粧
巻
漁
場
を
使
う
こ
と
を
試
み
、

一
三
年
に
は
施
術

貝
五

O
万
を
春
か
ら
初
冬
ま
で
化
粧
巻
漁
場
へ
、
三

O
万
を
そ
の
ま
ま
亀
浦
に
置
い
て
そ
の
結
果
を
比
較
し
、
成
果
を
確
認
し
て
い
る
。

当
時
一
般
に
は
一
匁
当
り
五
、
六
円
の
相
場
だ
っ
た
も
の
を
ピ
ン
ク
系
の
一
七
、
八
円
も
の
に
ま
で
仕
上
げ
て
お
り
、
養
殖
段
階
に
お
け

る
移
殖
の
効
果
を
研
究
し
た
が
、
亀
浦
漁
場
に
つ
い
て
は
、
三
重
母
貝
、
次
に
は
対
馬
母
貝
を
移
殖
し
た
も
の
が
良
い
と
い
う
結
論
を
出

し
た
お
〉
O

西
村
は
も
と
も
と
三
重
県
阿
舎
浦
の
出
身
で
あ
っ
た
が
地
元
と
の
結
び
つ
き
は
極
め
て
強
く
、

い
ま
で
は
完
全
に
地
元
業
者
と
な
っ
て

い
る
。
定
着
の
初
期
か
ら
地
元
産
の
天
然
母
貝
を
全
部
購
入
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
五
島
の
頭
ケ
島
(
有
川
)
と
対
馬
の
吹

崎
(
美
津
島
)
に
持
っ
て
い
る
母
貝
漁
場
の
も
の
、
三
重
・
大
分
か
ら
購
入
す
る
も
の
と
い
う
三
本
立
て
で
あ
る
。
昭
和
二
九
年
に
は
地

元
母
貝
が
豊
漁
で
購
入
し
て
か
ら
手
が
廻
ら
、
ず
、

や
む
な
く
そ
の
ま
ま
漁
協
に
委
託
し
て
地
蒔
養
成
を
行
な
っ
た
が
「
た
と
え
歩
減
り
が

大村湾、の真珠養殖業

相
当
あ
っ
て
も
や
む
を
得
な
い
し
、

ま
た
天
然
母
貝
の
価
格
は
安
い
の
で
そ
の
う
ち
何
割
か
が
残
る
だ
け
で
充
分
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い

る
(
初
)
O

す
み
し
お

し
か
し
昭
和
四
二
年
の
赤
潮
、
四
四
年
の
澄
潮
(
水
中
に
微
生
物
が
全
く
存
在
し
な
い
状
態
)

の
害
に
よ
る
異
常
舞
死
が
続
い
た
ほ
か

農
薬
の
流
入
等
も
あ
っ
て
湾
内
の
水
の
条
件
が
極
度
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
村
湾
に
対
す
る
見
通
し
は
暗
い
と
し
て
五
島
・
対

馬
の
漁
場
へ
真
珠
そ
の
も
の
も
依
存
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
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か
た
が
み

長
浦
は
大
村
湾
真
珠
の
出
張
所
・
漁
場
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
形
上
湾
は
大
串
湾
と
背
中
合
わ
せ
に
南
に
位
置
す
る
小
湾
入
で
あ
り
、
そ
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お

Y
M

の
湾
奥
に
北
に
形
上
郷
、
南
に
長
浦
郷
、
湾
を
拒
す
る
小
半
島
に
尾
戸
郷
の
三
地
区
が
あ
る
が
、
湾
奥
部
は
汐
通
し
が
極
め
て
悪
く
真
珠

養
殖
に
は
あ
ま
り
好
適
と
は
い
え
ず
、
直
接
大
村
湾
に
面
す
る
尾
戸
の
東
岸
の
方
が
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
全
般
に
真
珠
漁
場

と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
母
貝
漁
場
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
母
貝
も
業
者
の
乱
立
に
よ
る
密
殖
で
良
い
も
の
が
出
な
い
。
湾
内
で
は
い
わ
ば

最
後
に
開
発
さ
れ
た
地
域
で
あ
り
な
が
ら
業
者
数
は
す
で
に
過
剰
と
な
り
、
零
細
経
営
か
ら
脱
し
き
れ
な
い
。
こ
こ
で
も
二
年
間
の
赤

潮
・
澄
潮
の
影
響
に
よ
る
異
常
楽
死
が
多
く
、
零
細
業
者
は
ま
と
も
に
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
赤
潮
が
湾
奥
部
、
澄
潮
が
む
し
ろ
汐
通

し
の
よ
い
距
岸
部
に
起
こ
っ
た
た
め
、
業
者
の
中
に
は
南
高
来
郡
加
津
佐
に
新
し
い
漁
場
を
得
て
難
を
避
け
、
そ
こ
で
七
ミ
リ
の
良
い
玉

を
揚
げ
て
予
想
外
の
収
獲
を
得
た
者
も
あ
る
。

長
浦
は
ガ
ネ
網
と
い
う
沿
岸
の
ガ
ザ
ミ
漁
が
あ
り
、

一
本
釣
そ
の
他
の
漁
船
漁
業
も
あ
る
が
、
第
二
種
兼
業
を
中
心
と
し
た
主
農
副
漁

村
で
あ
っ
て
、
本
来
水
産
業
指
向
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
だ
け
に
、

一
時
の
真
珠
養
殖
ブ
l
ム
に
無
計
画
に
同
調
し
た
感
が
あ
る
。

西
彼
杵
郡
は
全
般
に
「
火
山
岩
よ
り
成
れ
る
土
壌
に
し
て
、
疎
質
埴
土
多
く
、
高
燥
に
し
て
水
田
に
適
せ
ず
、
多
く
野
菜
を
栽
培
す
。

農
作
物
中
、
麦
(
一
六
万
石
)
・
甘
藷
(
六
七
万
円
)
は
共
に
県
下
第
一
な
り
。
交
通
は
地
形
狭
陸
に
し
て
、
海
岸
左
右
よ
り
一
過
る
を
以

て
、
主
と
し
て
海
運
に
よ
り
陸
路
聞
け
ず
:
:
:
自
よ
と
い
う
明
治
末
年
の
状
態
か
ら
久
し
く
脱
却
で
き
ず
、
大
村
湾
を
琵
琶
湖
に
警
え
る

と
大
津
の
位
置
(
も
し
く
は
そ
の
延
長
上
)

の
長
崎
、
彦
根
の
位
置
の
大
村
を
結
ぶ
湖
東
が
東
彼
杵
郡
で
あ
る
の
に
対
し
て
西
彼
杵
郡
は

開
発
の
遅
れ
た
湖
西
に
比
す
ベ
く
、
藩
政
時
代
以
来
、
東
岸
の
大
村
そ
の
他
に
麦
・
甘
藷
を
提
供
す
る
だ
け
の
後
進
地
域
が
、
奇
し
く
も

真
珠
養
殖
業
が
大
村
を
中
心
に
し
て
創
業
さ
れ
る
と
、
こ
こ
で
も
そ
の
母
貝
提
供
の
漁
場
と
し
て
付
随
的
に
開
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。



四

大
村
湾
の
真
珠
養
殖
業
の
特
色

明
治
末
期
に
創
業
し
た
二
つ
の
養
殖
場
が
そ
れ
ぞ
れ
開
拓
者
の
苦
労
を
嘗
め
て
結
局
は
後
継
者
た
る
大
正
・
昭
和
期
着
業
の
個
人
経
営

体
に
道
を
譲
っ
て
姿
を
消
し
た
の
に
対
し
、
以
後
の
着
業
者
は
着
実
に
そ
の
地
歩
を
固
め
て
い
っ
た
。
し
か
し
個
々
の
業
者
の
盛
衰
か
ら

年
代
に
よ
る
そ
の
変
動
は
必
ず
し
も
小
さ
い
と
は
い
え
ず
、
各
調
査
年
次
に
よ
っ
て
真
珠
養
殖
業
者
の
分
布
が
東
岸
・
西
岸
に
ま
ち
ま
ち

で
あ
る
の
は
、
三
重
県
が
終
始
英
虞
湾
を
中
心
に
し
た
の
に
比
べ
て
著
し
い
特
徴
で
あ
る
。

長
崎
県
真
珠
振
興
協
議
会
資
料
に
よ
る
と

2
Y
昭
和
二
八
年
の
母
貝
生
産
量
は
全
県
四
六
、
六
二
七
貫
に
対
し
、
大
村
湾
は
三
九
、
。

0
0貫
で
八
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
。
す
な
わ
ち
大
村
湾
は
母
只
産
地
で
あ
る
。
湾
内
の
真
珠
経
営
体
は
も
ち
ろ
ん
、
対
馬
・
壱

岐
の
経
営
体
も
大
村
湾
母
貝
を
使
用
し
、
さ
ら
に
は
「
昭
和
二
四
、
五
年
に
は
遠
く
三
重
県
よ
り
母
只
買
入
れ
に
来
る
者
、
少
な
か
ら
ず

一
時
は
物
議
の
的
と
な
っ
た
」
と
い
う
話
、
大
村
湾
の
一
七
の
組
合
が
母
貝
採
取
を
し
て
い
て
関
係
正
組
合
員
数
が
二
、

一
七
五
人
に
上

大村湾の真珠養殖業

っ
た
と
い
う
数
字
と
も
符
合
す
る
。
大
村
湾
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
八
年
の
湾
内
各
村
の
総
漁
獲
量
の
四
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
を
真
珠
母
貝
漁
獲
量
で
占
め
て
い
る
。
こ
れ
が
沿
岸
漁
業
の
漁
閑
期
の
つ
な
ぎ
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

ご
、
:
、

f
K
L
，刀

一
方
で
は
数
量
的
に
他
県
に
ま
で
供
給
し
得
る
ほ
ど
の
母
貝
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
湾
内
の
上
層
経
営
体
を
中
心
に
三
割

に
上
る
経
営
体
は
三
重
・
大
分
の
母
貝
を
も
購
入
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
母
貝
の
質
に
関
す
る
問
題

で
、
す
な
わ
ち
大
村
湾
の
母
貝
は
ひ
と
頃
の
売
手
市
場
か
ら
逆
転
し
て
「
各
組
合
は
母
貝
の
売
り
さ
ば
き
に
東
奔
西
走
す
る
」
状
態
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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昭
和
三
三
年
統
計
で
は
全
地
域
の
う
ち
宮
村
・
大
村
・
大
草
で
は
母
貝
漁
獲
が
卓
越
し
、
伊
木
対
・
大
串
・
江
上
に
も
母
貝
が
見
ら
れ
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真珠養殖経営規模見1)(筏台数)

地区名陸型41141549 初"'49 拘"'99 100~ 醐 1 醐499 999 以上

佐|相浦|
世保佐世保 1 1 

東 佐世保南 84 80 1 1 2 

彼 111 棚 5 2 1 2 

東彼杵 1 
杵
大 村 611 2 2 1 1 

西
多良見 2 2 

長 与 3 1 1 1 

彼 時 津 1 

琴 海 127 107 3 7 5 5 

杵ー
西 彼 94 20 1 8 4 1 

瀬 111 81 I 2 2 3 

大村湾計ド6911 285 26 16 18 21 1 2 

長崎県計 j53911 364 59 32 34 43 2 5 

第2表

(第三次漁業センサス)

る
。
こ
の
頃
の
統
計
上
の
大
村
は
、
前
述
の
新
城
・
松
原
を
包

合
し
て
い
る
が
、
こ
の
統
計
で
は
東
岸
の
方
に
母
貝
養
殖
漁
村

が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
初
期
の
大
村
湾
の
事
情
に
近
い
。

第
三
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
は
昭
和
三
八
年
一
一
月
一
日
に
調
査

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
真
珠
養
殖
業
経
営
体
の
数
も

激
増
し
、
分
布
も
沿
岸
全
市
町
村
に
及
ぶ
。
す
な
わ
ち
真
珠
養

き
ん
か
い

殖
業
(
狭
義
の
)
経
営
体
は
琴
海
(
以
前
の
長
浦
・
村
松
)

き
い
ひ

八
、
西
彼
(
大
串
・
亀
岳
)

一
五
、
瀬
川
四
、
長
与
三
、
多
良

見
(
伊
木
力
・
大
草
・
喜
々
津
)
二
、
時
津
一
で
西
彼
杵
側
が

四
三
と
な
る
の
に
対
し
、
東
彼
杵
側
は
川
棚
五
、

佐
世
保
南

(
佐
世
保
市
に
併
合
さ
れ
た
宮
・
崎
針
尾
・
江
上
)
二
、
大
村
一

の
八
経
営
体
し
か
な
く
、
こ
れ
に
佐
世
保
湾
に
面
す
る
佐
世
保

二
、
相
浦
二
を
加
え
て
計
五
五
経
営
体
が
こ
の
地
方
に
数
え
ら

れ
る
o

母
只
養
殖
業
は
さ
ら
に
偏
し
て
琴
海
九
八
、
西
彼
七
五

佐
世
保
南
二
九
、
大
村
五
、
東
彼
杵
(
こ
の
場
合
は
郡
名
で
は

な
く
新
町
村
名
)

一
の
二

O
八
経
営
体
で
あ
る
が
西
岸
の
琴

海
・
西
彼
が
新
し
い
養
殖
漁
村
と
な
っ
て
来
た
こ
と
が
判
る
。



こ
の
よ
う
に
母
貝
漁
場
的
性
格
が
大
村
湾
の
そ
れ
も
西
岸
に
多
く
な
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
は
、
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
新
規
着
業
の

零
細
経
営
が
多
い
こ
と
と
も
共
通
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
零
細
漁
民
の
転
業
と
い
う
点
で
は
沿
岸
漁
業
の
構
造
改
善
に
一
役
を
荷
っ
た
こ

と
に
な
る
筈
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
漁
業
以
外
か
ら
の
転
業
が
、
や
や
無
計
画
に
、

一
時
の
ブ
l
ム
に
便
乗
し
て
殺
到
し
た
感
が
な
い

で
も
な
い
詰
)
O

そ
れ
が
経
営
規
模
別
で
も
如
実
に
現
わ
れ
て
い
る

(
第
二
表
)
0

筏
台
数
一
五
台
未
満
の
最
下
層
が
琴
海
一

O
七
、
西
彼

九
四
、
佐
世
保
南
八

O
も
あ
る
こ
と
が
そ
れ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
は
琴
海
で
全
業
者
の
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
西
彼
で
七
三
パ

l
セ
ン

ト
、
佐
世
保
南
で
は
実
に
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
て
お
り
、
絶
対
数
値
は
小
さ
い
が
多
良
見
の
二
経
営
体
は
い
ず
れ
も
一

五
台
未

満
、
大
村
で
も
三
分
の
一
が
こ
の
階
層
に
属
す
る
。
つ
ま
り
湾
内
業
者
の
実
に
四
分
の
三
以
上
が
一
五
台
未
満
層
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
が
第
二
次
セ
ン
サ
ス
か
ら
第
三
次
セ
ン
サ
ス
の
聞
の
約
一

0
年
間
に
着
業
し
た
者
に
多
い
こ
と
ば
い
う
ま
で
も
な
い
。

湾
内
全
域
の
う
ち
東
岸
と
西
岸
に
分
け
て
考
え
る
と
昭
和
四
四
年
現
在
で
真
珠
養
殖
業
は
経
営
体
数
・
漁
業
権
件
数
と
も
、
西
岸
が
東

岸
の
三
倍
強
だ
が
、
生
産
数
量
・
生
産
金
額
は
二
倍
強
し
か
な
く
、

つ
ま
り
西
岸
の
一
経
営
体
当
り
生
産
の
方
が
低
い
し
、
母
貝
養
殖
業

に
な
る
と
、
経
営
者
数
・
漁
業
権
件
数
で
や
は
り
西
岸
が
三

t
四
倍
あ
る
の
が
、
生
産
数
量
・
生
産
金
額
で
は
逆
転
し
て
東
岸
の
方
が
絶

大村湾の真珠養殖業

対
値
が
高
い
と
い
う
状
況
を
示
す
(
第
三
表
)
0

長
崎
県
の
水
産
行
政
の
上
で
も
、
零
細
真
珠
業
者
の
問
題
は
い
つ
も
姐
上
に
の
せ
ら
れ
、

経
営
の
安
定
化
を
計
っ
て
い
る
が
、
特
に
西
岸
の
大
串
湾
・
形
上
湾
に
関
し
て
は
筏
一
台
当
り
面
積
五

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
と
し
て
そ
れ

と
の
過
不
足
計
算
に
よ
る
適
正
化
空
計
っ
て
い
る
(
第
四
表
)
0

さ
て
史
的
展
望
か
ら
始
ま
っ
て
現
状
分
析
に
至
る
時
、
明
白
な
こ
と
の
一
つ
は
大
村
湾
の
真
珠
お
よ
び
真
珠
貝
生
産
の
条
件
は
下
降
し

つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
経
営
体
の
数
は
漸
増
を
続
け
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
一
矛
盾
で
あ

57 

る
。
そ
し
て
こ
れ
が
初
期
着
業
者
と
末
期
着
業
者
の
聞
の
階
層
分
化
を
鷲
ら
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
す
わ
け
に
行
か
な
い
。
こ
れ
ら
の
う
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大村湾内の東・西岸比較(昭和43)

真珠 i母貝
東岸 i西岸東岸!西 岸

経営者数| 171 111 40 

漁業権数| 521 391 113 

404，433匁i 22，726貫! 20，597寅

c1経営体当り) 23，909匁 15，309匁 1，066貫 515貫

225，597千円 …「 8，846千円 8，397千円

c1経営体当り) 13，270千円 8，596千円 804千円 299千円

第3表

(ただし東西岸の分割点は西海橋と長与町・多良見町の町境とによっている)

(長崎県水産部)

指定海域真珠及びあこや貝漁場使用状況

|種類|件数|面積 nfl吊寵数|筏台数|弘喜当
真 珠 66 1，871，670 144，080 1，810 1，034 

大串湾 あこや貝 29 642，560 34，260 430 1，494 
曹司..<.ー・・ー・・晶-..-ー..-.........・明・ーー.ー------一一一一-.--凶・ーーーーー.圃』 一一一一一}白日---一一Fー‘日日酔・-ー町一句守

1，122 計 95 2，514，230 178，340 2，240 

真 珠 531 1， 038， 494 100，536 1，237 839 

形上湾 あこや貝 28 461， 252 26，640 336 1，372 
...-._------・・---..ー・・M・

E十 811 1，499，746 127，176 1，573 953 

第4表

(筏台数は80縫吊りを以て筏 1台と計算)

(この調査は各漁場のピーク時をとっている)

ち
大
規
模
業
者
は
大
村
湾
以
外
に
養
殖

(長崎県1969.12月調)

段
階
に
応
じ
た
漁
場
を
併
有
し
て
い
る

の
で
大
村
湾
自
体
の
海
水
条
件
の
低
下

は
単
に
湾
内
漁
場
へ
の
依
存
率
の
調
整

で
事
は
解
決
す
る
が
、
湾
外
に
漁
場
を

持
た
な
い
零
細
業
者
に
は
問
題
は
深
刻

で
あ
る
o

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
階
層
分
化
を
、

東
岸
と
西
岸
と
で
見
る
と
、
極
め
て
古

く
か
ら
真
珠
貝
の
産
出
の
見
ら
れ
た
東

岸
の
採
貝
採
寵
漁
村
で
は
、
真
珠
貝
の

漁
獲
に
数
年
ご
と
の
周
期
が
あ
り
そ
れ

だ
け
に
依
存
す
る
の
が
危
険
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
て
、
他
の
漁
業
生
産
を

中
心
に
し
な
が
ら
、
大
量
発
生
の
年
に

は
副
次
的
に
そ
れ
で
潤
お
う
と
い
う
経

験
的
な
知
恵
が
働
い
て
無
秩
序
な
着
業



が
な
い
の
に
反
し
、
畑
作
農
業
を
主
と
す
る
西
岸
の
半
農
半
漁
村
で
は
、
漁
獲
量
の
不
安
定
性
を
知
ら
な
い
ば
か
り
に
、
表
面
上
の
好
況

に
刺
激
さ
れ
る
と
、
安
易
に
全
面
的
に
母
貝
養
殖
業
に
傾
き
、
制
御
の
利
か
な
い
乱
立
と
、
好
不
況
の
波
と
に
探
ま
れ
て
、
す
ぐ
に
行
詰

ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
正
に
歴
史
の
持
つ
重
味
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

大村湾の真珠養殖業

注

(
1
)

丹
下
字
「
真
珠
養
殖
業
技
術
論
覚
え
書
」
(
未
定
稿
)
昭
和
三
一
年

(
2
)

『
太
宰
管
内
志
』
は
伊
藤
常
足
編
八
二
巻
八
二
冊
よ
り
成
る
も
の
で
文
化
元
年
か
ら
天
保
一
二
年
の
聞
の
作
で
あ
る
。

(
3
)

た
と
え
ば
藤
川
三
渓
『
水
産
図
解
』
(
明
治
二
二
年
)
の
づ
駅
間
」
の
項
に
は
「
肥
前
産
ハ
青
色
多
夕
、
志
摩
ニ
産
ス
ル
ハ
白
色
多
シ
、
徴
青
色

ヲ
帯
フ
ル
モ
ノ
ヲ
上
日
間
ト
ス
」
と
あ
る
。

(
4
)

佐
々
木
忠
次
郎
「
長
崎
県
大
村
湾
真
珠
介
調
査
報
告
」
(
水
産
調
査
報
告
、
第
二
巻
)
明
治
二
七
年

(
5
)

喜
々
津
健
寿
『
川
棚
の
今
昔
』
昭
和
四
四
年
、
ご
二
一

1
一
三
二
頁

(
6
)

佐
々
木
、
前
掲
論
文

(
7
)

城
竜
太
郎
編
「
見
瀬
辰
平
の
手
記
、
第
二
編
、
大
村
湾
」
(
真
珠
往
来
、
三
巻
二
号
)
昭
和
四
三
年

(
8
)

山
口
正
男
「
長
崎
の
真
珠
」
(
物
産
、
一

O
号
)
昭
和
四
一
年

(
9
)

「
曾
根
、
沿
岸
ヲ
距
ル
所
ニ
於
テ
間
々
岩
石
ヨ
リ
成
レ
ル
浅
瀬
ア
リ
、
方
言
之
ヲ
曾
根
ト
云
フ
」
佐
々
木
、
前
掲
論
文

(
叩
)
司
大
村
市
史
、
下
』
昭
和
三
六
年
、
三
九
五
頁

(
日
)
城
、
前
掲
論
文

(
ロ
)
六
漁
場
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
玖
島
(
本
所
)
か
ら
湾
の
南
岸
部
を
長
与
村
崎
野
ノ
鼻
ま
で
②
千
綿
村
串
ノ
浦
か
ら
川
棚
村
を
経
て
横
島

を
含
む
江
上
浦
奥
ま
で
、
①
早
岐
村
陣
ノ
内
か
ら
日
宇
村
前
畑
ま
で
、
@
佐
佐
保
立
神
ノ
鼻
か
ら
俵
ケ
浦
を
含
ん
で
高
後
崎
ま
で
、
③
面
高
村
寄

船
鼻
か
ら
瀬
川
村
川
内
浦
ま
で
、
①
長
浦
村
形
上
郷
大
子
か
ら
土
井
ノ
浦
ま
で

(
日
)
東
彼
杵
郡
教
育
会
編
『
東
彼
杵
郡
誌
』
大
正
六
年

(
H
)

市
立
大
村
図
書
館
蔵
『
写
真
帳
大
村
湾
真
珠
株
式
会
社
』
(
大
村
純
毅
氏
寄
贈
)
に
付
け
ら
れ
た
「
事
業
ノ
沿
革
及
ピ
漁
業
」
(
大
正
二
年
九
月

付
)
に
よ
る
。
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(
日
)
朝
長
家
文
書
「
長
島
養
殖
場
関
係
資
料
」

(
日
)
丹
下
、
前
掲
論
文
に
よ
れ
ば
西
川
は
こ
こ
で
大
正
三
年
に
真
門
真
珠
を
完
成
し
た
と
い
い
、
そ
れ
は
藤
田
昌
世
の
真
円
真
珠
完
成
に
一
年
先
ん

じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

(
口
)
北
村
真
珠
も
大
正
二
年
に
対
馬
濃
部
に
入
漁
し
て
い
る
。

(
凶
)
新
城
漁
協
、
道
崎
昭
二
氏
談

(
凶
)
『
郷
村
記
、
一
、
大
村
久
原
池
田
ノ
部
』
に
は
「
一
、
貝
類
並
海
草
之
事
」
と
し
て
「
一
、
あ
こ
や
貝
、
刷
貝
、
蛤
貝
、
馬
万
、
幡
、
栄
螺
、

海
松
、
牛
の
尾
、
石
毛
、
海
雲
、
青
海
苔
、
八
幡
海
苔
」
と
あ
る
。

(
却
)
一
冗
、
高
島
真
珠
社
員
、
谷
山
大
九
郎
翁
談

(
幻
)
『
郷
村
記
』
に
「
従
小
串
浦
諸
方
海
上
里
表
、
伊
の
浦
へ
弐
里
、
小
迎
へ
弐
里
、
三
町
分
へ
三
塁
、
亀
の
浦
へ
弐
里
、
城
下
へ
七
里
」
と
あ
る
。

(
辺
)
喜
々
津
、
前
掲
書
、
一
三
一
一
頁

(
お
)
丹
下
、
前
掲
論
文
所
収
、
西
川
家
文
書

(
担
)
岩
永
真
珠
、
八
木
原
四
郎
氏
談

(
お
)
元
、
大
串
郵
便
局
長
、
朝
長
末
雄
氏
談

(
却
)
朝
長
家
文
書

(
幻
)
昭
和
二
年
に
北
松
浦
郡
小
佐
々
で
高
島
真
珠
が
試
験
養
殖
を
し
洗
炭
浮
の
流
れ
こ
む
水
域
が
真
珠
の
巻
き
を
よ
く
す
る
こ
と
を
発
見
し
て
い
た

(
谷
山
翁
談
)

(
却
)
た
と
え
ば
、
前
記
「
五
ヶ
年
事
業
成
績
表
」
で
は
免
許
第
二
五
一
四
号
漁
業
権
代
表
者
石
田
二
良
、
「
七
釜
村
漁
業
組
合
領
収
証
」
で
は
長
島
真

珠
場
代
表
者
宮
崎
雄
次
郎
と
な
っ
て
い
る
。

(
却
)
西
村
真
珠
、
西
村
金
造
氏
談

(
却
)
丹
下
、
前
掲
論
文

(
泊
)
太
田
為
三
郎
『
帝
国
地
名
辞
典
』
西
彼
杵
郡
の
項
、
明
治
四
二
年

(
お
)
国
立
真
珠
研
究
所
大
村
支
所
『
長
崎
県
に
お
け
る
真
珠
養
殖
業
の
現
況
』
(
謄
写
)
昭
和
三

O
年
、
四
九
頁

(
犯
)
津
田
利
夫
「
真
珠
養
娘
業
の
現
況
と
問
題
点
、
長
崎
県
」
(
真
珠
、
九
巻
一
号
)
昭
和
三
九
年




